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社会福祉法人 伊勢市社会福祉協議会

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

私
は
、
こ
の
た
び
の
伊
勢
市

社
会
福
祉
協
議
会
役
員
改
選
に

伴
い
、
理
事
の
皆
さ
ま
の
ご
推

挙
と
ご
賛
同
を
賜
り
、
会
長
の

要
職
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

踏
ま
え
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
ご
期
待
に

添
え
ま
す
よ
う
に
専
心
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

近
年
、
少
子
・
高
齢
社
会
が

進
行
し
、
地
域
の
つ
な
が
り
が

希
簿
化
す
る
な
ど
、
地
域
社
会

を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
こ
う
し
た
社
会
の
状
況
を

踏
ま
え
、「
伊
勢
市
地
域
福
祉

計
画
」
お
よ
び
「
伊
勢
市
地
域

福
祉
活
動
計
画
」
を
基
調
と
し

て
、
行
政
の
ご
指
導
や
関
係
諸

団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、よ
り
地
域
福
祉
の
充
実
に
、

懸
命
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ま
を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
各
種
福
祉
団
体
・
各
施
設

に
関
係
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
々

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
会
長
就
任
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

伊勢市社会福祉協議会
会長　池田ミチ子

中之町自治会…お手玉、
長島重子…布地蔵50体

寄附を
いただいた
皆さま

（敬称略、順不同）
 ありがとうございました
平成25年８月16日～

９月15日

市負担金
〔平成25年度予算額〕
　9,518 万 3千円
　（運営・福祉ボランティ
　ア育成負担金）

新役員の紹介
　役員の任期満了に伴い役員改選が行われ、下表の皆さんが理事・監事・

評議員に就任されました。

伊勢市社会福祉協議会役員　　　　　　　　　　　　　　　　  （順不同、敬称略）
役職 氏名 役職 氏名
会長 池田ミチ子

評議員
(26 人 )

田畑 克 柏端 弘三

副会長
(2 人 )

廣 政男 山本 誠 中川 堯
小寺 留男 竜田 和代 乙部 一也

理事
(11 人 )

村上 純孝 奥田 治 右田 尚直
中北 幸男 佐久間 泰子 濱條 清子
前島 賢 浦田 宗昭 下 郁雄
泰道 詞子 青木 繁生 中村 ちか子
山路 克文 清水 力 岡島 久美子
山川 和年 松本 誠 野口 宗昭
斎藤 茂 中川 肇 藤原 参雄
大西 栄 瀧 貴美子 淀谷 祥子

監事
（2人 )

鈴本 克義 中瀬 知之 岩崎 良文
中村 貢 川合 いつ子 西村 啓

※理事 11人には、会長・副会長を含みます。
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地域福祉活動計画推進事業（社協会費）
赤い羽根共同募金配分金事業

ふれあい・いきいきサロン  活動紹介
高城いきいきサロン
　毎月第４水曜日に開催

しています。毎回、多く

の人が参加し、健康体操

やカラオケなど内容も充

実しています。男性の参

加者も多いサロンです。

＜主な活動場所＞
今一色公民館

＜主な活動場所＞
福祉健康センター

ボランティア  活動紹介

ほっとマザー
＜活動内容＞

　子育て中のお母さんが集まり、みんなで子育

ての悩みや教育などについて考え、親子教室・

ハイキング・芋掘りなどの活動に取り組み、子

育てを支援しているグループです。

＜活動のきっかけ＞

　子育て支援講座を受講した仲間で、「何かで

きないか」と思い、また、子どもたちが生き生

きと成長していくきっかけになればとの思いで

活動を始めました。

＜活動していて良かったこと＞

　いろいろな子どもたちと友達になったり、子

育て中の親が「話を

聞いてもらって心が

軽くなった」と言って

くれたりすることです。

M
ママズ

ama’s k
キッチン

itchen
　毎月１回、福祉健康セ

ンターの調理室で、子育

て中の親と子どもが調理

実習を行っています。子

どもたちのにぎやかで楽

しそうな声を聞きながら

作る料理は、味も最高で

す！

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー

自
力
整
体
講
座

　

子
育
て
中
の
親
向
け
の
講
座

で
す
。
子
ど
も
を
預
け
て
、
安

心
し
て
講
座
を
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き　

12
月
３
日
㈫
・
10
日
㈫
・

17
日
㈫
、午
前
10
時
〜
11
時（
計

３
回
）

と
こ
ろ　

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象　

生
後
６
カ
月
以
上
の
乳

幼
児
が
い
る
親
で
、
市
内
に
在

住
ま
た
は
通
勤
し
て
お
り
、
全

日
程
を
受
講
で
き
る
人

内
容　

自
分
自
身
で
行
う
マ
ッ

サ
ー
ジ
整
体
「
自
力
整
体
」
を

し
て
、
気
持
ち
よ
く
体
を
ほ
ぐ

し
ま
す

講
師　

杉
山
華
乃
美
さ
ん

定
員　

親
子
15
組（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は

大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル
、
長
め

の
タ
オ
ル

申
し
込
み　

11
月
15
日
㈮（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

※
申
し
込
み
は
１
組
に
つ
き
１

枚
に
限
り
ま
す
。

※
記
入
事
項
に
つ
い
て
は
、
中

央
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

中
央
児
童
セ

ン
タ
ー（
☎
㉗
２
４
２
５
）

※
受
講
の
可
否
は
11
月
20
日
㈬

以
降
に
送
付
し
ま
す
。

地
域
防
災
力
向
上
講
演
会

災
害
に
も
強
い
地
域
づ
く
り
の
た

め
に
〜
東
日
本
大
震
災
か
ら
学
ぶ

　

我
が
国
の
観
測
史
上
類
を
見

な
い
規
模
の
大
震
災
で
、
多
く

の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
た
東
日

本
大
震
災
か
ら
２
年
８
カ
月
に

な
り
ま
す
。

　

時
間
の
経
過
と
と
も
に
風
化

し
て
い
く
中
、
い
ま
一
度
、
災

害
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

と
き　

11
月
22
日
㈮
、
午
後
７

時
〜
９
時

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
人

講
師　

李り

仁じ
ん

鉄て
つ

さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
に
い
が
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
兼
事

務
局
長
）

定
員　

２
５
０
人（
先
着
順
）

入
場
料　

無
料

申
し
込
み　

11
月
１
日
㈮
か
ら
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
社
会

福
祉
協
議
会
本
所
地
域
福
祉
課

へ＜講師プロフィール＞
　1974年、山形県山形市生まれ（現在は新潟
県三条市に在住）。「にいがた災害ボランティア

ネットワーク」に参画し、2008年5月から事務
局長に。新潟県中越・中越沖地震、岩手宮城

内陸地震、能登半島地震、兵庫県水害、山口

県水害、東日本大震災（福島県全域）などで災

害支援活動を展開し、平時には、その活動経

験を基に、全国各地で行政・社協・NPOのスタ
ッフや地域の皆さんへの講演・研修、各種マニ

ュアル作成や事業計画立案の助言を行っている。

伊
勢
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
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